
令和 8年度 年間授業計画（東京都立科学技術高等学校） 
学科 学年 教科 科目 単位数 

科学技術科 3 数学 数学 C 2 

  
１学期配当時数 ２学期配当時数 ３学期配当時数 計 

28 32 14 74 

  
使用教科書 

数学 C（数研出版） 

  

教科の目標  
【 知 識 及 び 技 能 】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】 

数学における基本的な概念や原理・法則を体系的に理解

するとともに.事象を数学化したり，数学的に表現・処理し

たりする技能を身に付けるようにする。 

数学を活用して事象を論理的に考察する力，他の事象と

の関係を統合的・発展的に考察する力，事象を簡潔・明

瞭・的確に表現する力を養う。 

数学のよさを認識し積極的に数学を活用する態度，粘り

強く考え数学的論拠に基づいて判断しようとする態度，考

察を深めたりする態度や創造性の基礎を養う。 

  

科目の目標  
【 知 識 及 び 技 能 】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】 

平面上の曲線と複素数平面についての基本的な概念や

原理・法則を体系的に理解するとともに，数学的な表現の

工夫について認識を深め，事象を数学化したり，数学的

に解釈したり，数学的に表現・処理したりする技能を身に

付けるようにする。 

図形や図形の構造に着目し，それらの性質を統合的・発

展的に考察する力，数学的な表現を用いて事象を簡潔・

明瞭・的確に表現する力を養う。 

数学のよさを認識し積極的に数学を活用する態度，粘り

強く考え数学的論拠に基づいて判断しようとする態度，問

題解決の過程を振り返って考察を深めたりする態度や創

造性の基礎を養う。 

  

■１学期 
単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態 

単元名：複素数平面 

【知識及び技能】 

複素数平面と複素数の極形式，複素数の実数倍，和，

差，積及び商の図形的な意味を理解する。 

ド・モアブルの定理について理解する。 

複素数平面上の平面図形と複素数との関連を理解し，

基本的な図形を複素数の関係式で表す。 

【思考力、判断力、表現力等】  

複素数平面における図形の移動などと関連づけて，複

素数の演算や累乗根の意味を考察し，平面図形の問

題を解くのに用いる。 

【学びに向かう力、人間性等】 

複素数を座標平面上の点に対応させて表示することに

関心をもち，事象の考察に活用しようとする。 

・指導事項 

複素数平面 

複素数の極形式 

ド・モアブルの定理 

平面図形と複素数 

方程式の表す図形 

 

・教材 

４プロセス 数学Ⅲ＋C 

チャート式 数学Ⅲ＋C 

【知識・技能】 

複素数平面の基本的な概念を理解している。 

複素数を複素数平面上に図示したり，複素数の極形式

の計算をすることができる。 

複素数平面上の平面図形と複素数との関連を理解し

ている。 

複素数を平面図形の性質を調べる際に用いることがで

きる。 

【思考・判断・表現】  

複素数の演算と複素数平面での表示を関連付けて考

察することができる。 

様々な平面図形において，複素数と複素数平面での

表示を関連付けて考察することができる。 

【主体的に学習に取り組む態度】 

複素数を座標平面上の点に対応させて表示することに

関心をもつ。 

複素数を座標平面上の点に対応させて表示し，それを

事象の考察に活用しようとする。 

〇 〇 〇 

定期考査   ○ ○  

単元名：式と曲線 

【知識及び技能】 

放物線・楕円・双曲線が２次式で表されること及びそれ

らの２次曲線の基本的な性質について理解する。 

曲線の媒介変数表示について理解する。 

極座標の意味及び曲線が極方程式で表されることにつ

いて理解する。 

【思考力、判断力、表現力等】  

放物線・楕円・双曲線を相互に関連付けて捉え，考察

する。 

【学びに向かう力、人間性等】 

2次曲線の基本的な性質，媒介変数表示や極座標に

関心をもち，具体的な事象の考察に活用しようとする。

また，事象の考察に媒介変数や極座標を活用しようと

する。 

・指導事項 

放物線 

楕円 

双曲線 

２次曲線の平行移動 

２次曲線と直線の共有点 

２次曲線と離心率 

曲線の媒介変数表示 

極座標と極方程式 

いろいろな曲線 

・教材 

４プロセス 数学Ⅲ＋C 

チャート式 数学Ⅲ＋C 

【知識・技能】 

2次曲線の定義や性質を理解している。また，媒介変

数表示や極座標の意味を理解している。 

直交座標と極座標の関係を理解している。 

方程式を用いて 2次曲線を表すことができる。また，極

座標で表された方程式を直交座標の方程式に直した

り，その逆ができる。 

条件から 2次曲線の方程式を求めることができる。ま

た，いろいろな曲線を媒介変数や極座標を用いて表す

ことができる。 

【思考・判断・表現】  

2次曲線の性質と方程式を関連付けて考察することが

できる。 

いろいろな曲線について，媒介変数表示や極座標を用

いた事象の考察をすることができる。 

【主体的に学習に取り組む態度】 

2次曲線の基本的な性質，媒介変数表示や極座標に

関心をもつ。 

2次曲線の基本的な性質を具体的な事象の考察に活

用しようとする。また，事象の考察に媒介変数や極座

標を活用しようとする。 

〇 〇 〇 

定期考査   ○ ○  

  

■２学期 
単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態 

単元名： 

【知識及び技能】 

共通テストの過去問の演習を通じて，志望校合格のた

めに必要な既習事項を確実に定着させる。  

・指導事項 

共通テスト過去問演習 

・教材 

自校作成プリント 

【知識及び技能】 

志望校合格に必要な知識・技能を習得している。 

【思考力、判断力、表現力等】  

志望校合格に必要な思考力・判断力・表現力を習得し

〇 〇 〇 



【思考力、判断力、表現力等】  

共通テストの過去問の演習を通じて，志望校合格に必

要な思考力・判断力・表現力を習得する。 

【学びに向かう力、人間性等】 

共通テストの過去問の演習を通じて，目標に向けて粘

り強く努力するとともに，自己の学習を調整する。 

ている。 

【学びに向かう力、人間性等】 

志望校合格に向けて、粘り強く取り組み、自分の学習

を調整している。 

定期考査   ○ ○  

単元名： 

【知識及び技能】 

共通テストの過去問の演習を通じて，志望校合格のた

めに必要な既習事項を確実に定着させる。  

【思考力、判断力、表現力等】  

共通テストの過去問の演習を通じて，志望校合格に必

要な思考力・判断力・表現力を習得する。 

【学びに向かう力、人間性等】 

共通テストの過去問の演習を通じて，目標に向けて粘

り強く努力するとともに，自己の学習を調整する。 

・指導事項 

共通テスト過去問演習 

・教材 

自校作成プリント 

【知識及び技能】 

志望校合格に必要な知識・技能を習得している。 

【思考力、判断力、表現力等】  

志望校合格に必要な思考力・判断力・表現力を習得し

ている。 

【学びに向かう力、人間性等】 

志望校合格に向けて、粘り強く取り組み、自分の学習

を調整している。 

〇 〇 〇 

定期考査   ○ ○  

  

■３学期 
単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態 

単元名：志望校合格を目指す。 

【知識及び技能】 

志望校合格に必要な知識・技能を習得する。 

【思考力、判断力、表現力等】  

志望校合格に必要な思考力・判断力・表現力を習得す

る。 

【学びに向かう力、人間性等】 

志望校合格に向けて、粘り強く取り組み、自分の学習

を調整する。 

・指導事項 

過去問を含む受験問題に取り組む。 

【知識及び技能】 

志望校合格に必要な知識・技能を習得している。 

【思考力、判断力、表現力等】  

志望校合格に必要な思考力・判断力・表現力を習得し

ている。 

【学びに向かう力、人間性等】 

志望校合格に向けて、粘り強く取り組み、自分の学習

を調整している。 

〇 〇 〇 

  


